
第
五
十
八
回

江
戸
川
乱
歩
賞
決
定
及
び
受
賞
者
記
者
会
見
の
お
知
ら
せ

日
本
推
理
作
家
協
会
主
催
の
第
五
十
八
回
「
江
戸
川
乱
歩
賞
」
は
、
本
日
（
五
月
十
四
日
）

午
後
四
時
よ
り
開
催
さ
れ
た
最
終
選
考
委
員
会
に
お
い
て
、
本
年
度
の
受
賞
作
を
左
記
の
通
り

決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。（

後
援
／
講
談
社
・
フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
）

選
考
委
員
／
石
田
衣
良
・
京
極
夏
彦
・
桐
野
夏
生
・
今
野
敏
・
東
野
圭
吾
（
敬
称
略
）

場

所
／
帝
国
ホ
テ
ル
「
楓
の
間
」

記

◎
第
五
十
八
回
江
戸
川
乱
歩
賞

江
戸
川
乱
歩
像
及
び
副
賞

賞
金
１
０
０
０
万
円

「
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
妹
」

高
野

史
緒
氏

今
回
の
江
戸
川
乱
歩
賞
応
募
作
品
は
三
六
七
編
に
達
し
、
九
八
編
が
第
一
次
予
選
を
通
過
、

さ
ら
に
第
二
次
予
選
で
二
二
編
が
選
ば
れ
、
最
終
候
補
作
五
編
の
中
か
ら
右
記
の
作
品
が
決
ま

り
ま
し
た
。
受
賞
作
は
八
月
上
旬
、
講
談
社
よ
り
刊
行
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
賞
贈
呈
式
は
九
月

十
三
日
（
木
）
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
す
。

※

十
五
日
（
火
）
は
、
記
者
会
見
を
催
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
各
位
の
ご
出
席
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
推
理
作
家
協
会

講
談
社

広
報
室

℡
〇
三
（
五
三
九
五
）
三
四
一
〇

受
賞
者
記
者
会
見

一
、
日

時

・
・

五
月
十
五
日
（
火
）

午
後
二
時
～
三
時

一
、
場

所

・
・

講
談
社

Ｎ
二
〇
一
会
議
室

一
、
出
席
者

・
・

受
賞
者

高
野

史
緒
氏

東
野

圭
吾

氏
（
日
本
推
理
作
家
協
会
理
事
長
）



高
野

史
緒
（
た
か
の
・
ふ
み
お
）

昭
和
四
一
年
九
月
一
四
日
（
四
五
歳
）

学

歴

茨
城
大
学
人
文
学
部
卒
業
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
人
文
科
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

筆

歴

第
六
回
日
本
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ノ
ベ
ル
大
賞
最
終
選
考
作
「
ム
ジ
カ
・
マ
キ
ー
ナ
」（
新
潮
社
）

で
デ
ビ
ュ
ー
。
著
作
に
「
カ
ン
ト
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
」
（
講
談
社
）
、「
ア
イ
オ
ー
ン
」
（
早
川
書

房
）、
「
赤
い
星
」
（
早
川
書
房
）
な
ど

出
身
地

茨
城
県

住

所

東
京
都
板
橋
区

※

住
所
及
び
電
話
番
号
に
つ
い
て
は
非
公
開
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

取
材
の
た
め
の
ご
連
絡
に
つ
き
ま
し
た
は
、

講
談
社

文
芸
図
書
第
二
出
版
部

堀

〈
TEL
０
９
０
―
２
６
３
３
―
２
３
０
２
〉
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

《
受
賞
作
品
概
要
》

「
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
妹
」

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
が
実
現
で
き
な
か
っ
た
『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
』
の
第
二
部
を
代
わ
り
に
執
筆
す

る
、
と
い
う
形
で
描
か
れ
る
本
作
は
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
が
描
い
た
父
殺
し
事
件
の
真
相
に
迫
る
ミ
ス
テ

リ
ー
だ
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
「
第
一
部
」
で
は
、
裁
判
で
は
ド
ミ
ー
ト
リ
ー
が
有
罪
判
決
を
受
け
た
が
、

ス
メ
ル
ジ
ャ
コ
フ
が
実
行
犯
、
イ
ワ
ン
が
道
義
的
な
犯
人
で
あ
る
と
す
る
の
が
一
般
的
な
読
み
方
だ
が
、
真

犯
人
は
こ
れ
ら
の
人
物
で
は
な
い
。
し
か
も
そ
の
こ
と
は
第
一
部
を
詳
細
に
読
み
、
検
討
す
れ
ば
明
ら
か
な

の
だ
。
作
品
に
書
か
れ
て
い
る
本
当
の
犯
人
と
そ
の
動
機
と
は
。
そ
の
真
相
に
は
、
こ
の
物
語
が
今
書
か
れ

る
べ
き
現
代
性
が
あ
る
―
―
そ
ん
な
序
文
と
と
も
に
本
作
は
幕
を
開
け
る
。

舞
台
は
一
八
八
七
年
八
月
の
南
ロ
シ
ア
、「
第
一
部
」
で
フ
ョ
ー
ド
ル
・
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
が
殺
害
さ
れ
た

事
件
か
ら
十
三
年
が
経
っ
て
い
る
。
無
一
文
か
ら
成
り
上
が
っ
た
地
主
、
フ
ョ
ー
ド
ル
・
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
は

女
に
だ
ら
し
な
く
教
養
も
な
く
、
人
間
的
な
魅
力
に
欠
け
る
人
物
で
あ
っ
た
が
蓄
財
に
は
長
け
て
い
た
。
二

度
の
結
婚
で
公
に
三
人
の
子
ど
も
を
も
う
け
た
も
の
の
、
長
男
の
ド
ミ
ー
ト
リ
ー
、
次
男
の
イ
ワ
ン
と
三
男

の
ア
レ
ク
セ
イ
は
い
ず
れ
も
幼
く
し
て
母
を
亡
く
し
て
親
戚
に
引
き
取
ら
れ
、
父
親
と
の
縁
が
薄
い
ま
ま
成

長
し
た
。
事
件
の
一
年
前
、
ま
ず
ア
レ
ク
セ
イ
が
修
道
院
に
入
る
た
め
に
帰
省
す
る
。
次
い
で
軍
隊
で
放
埒

な
生
活
を
送
っ
た
ド
ミ
ー
ト
リ
ー
が
、
金
ほ
し
さ
に
父
の
も
と
を
訪
れ
、
次
男
の
イ
ワ
ン
は
ド
ミ
ー
ト
リ
ー

の
頼
み
に
応
じ
て
父
と
長
兄
の
間
を
取
り
持
つ
べ
く
や
っ
て
く
る
。
こ
う
し
て
家
族
が
一
堂
に
会
し
た
そ
の

と
き
、
フ
ョ
ー
ド
ル
が
自
宅
で
撲
殺
さ
れ
る
。
犯
人
と
し
て
逮
捕
さ
れ
た
ド
ミ
ー
ト
リ
ー
は
シ
ベ
リ
ア
の
鉱

山
に
送
ら
れ
た
後
、
作
業
中
の
落
盤
事
故
が
元
で
世
を
去
っ
た
。
三
男
の
ア
レ
ク
セ
イ
は
修
道
院
を
去
っ
て

教
師
と
な
り
、
地
元
の
名
士
と
し
て
穏
や
か
に
暮
ら
し
て
い
る
。
次
男
の
イ
ワ
ン
は
モ
ス
ク
ワ
で
内
務
省
に

入
省
し
、
凶
悪
事
件
の
捜
査
で
頭
角
を
現
し
た
。
そ
し
て
い
ま
、
イ
ワ
ン
は
父
の
殺
人
事
件
を
再
捜
査
す
べ

く
、
事
件
以
来
は
じ
め
て
帰
省
し
た
の
だ
っ
た
。


